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「科学的接近」と「ＰＤＣＡサイクル」

研修は、計画作りの準備という位置づけです。職場に帰ってからの実行がなければ、何も変
わりません。ＰＤCAのサイクルを回すのが、「個人の報連相」と「職場の報連相」をレベルアッ
プする王道です。

職場での実行計画（情報の共有化の目標づくり）
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平成 年 月 日 職場名 相談した人達は：

※上記の「計画」を職場で相談を重ねてつくる→「実行」→「評価」→「改善」。これを継続する。

科学的接近の６つのステップ

①目的を明らかにする

②事実を集める

③事実について考える

④計画を立てる（Ｐ）

⑤実行する（Ｄ）

⑥あとを確かめる（Ｃ・Ａ）

科学的接近のステップの④⑤⑥が、ＰＤＣＡ（Plan Do Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔｉｏｎ）ということになります。
ＰＤＣＡは、「Ｃ・Ａ」をまとめて「ＰＤＳ」とも言います。（Ｓ＝See）

PDCAのサイクル
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報連相のレベル表（手作り） （注： 実際のサイズはＡ４横）


